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はじめに

⾃閉症児の⺟親に頼まれて始めた『運動が苦手な子の教室』は
20年目の節目を迎え、苦手な子から成⻑した⾼校⽣以上の⽣徒を
対象に開設した「チャレンジスポーツ教室」も加えると合計で19
教室にまで拡大しました。

⽇本財団様の助成も3年目を迎え、お手伝いしてくれる社会人
や学⽣のボランティアの方々の中には、ほとんど指示を出さなく
ても子どもたちの指導をできるまでに成⻑した方も出てまいり
ました。

初めて参加したボランティアの方が、子どもたちと上手に接す
ることができずに悩んでいらっしゃっても、二回目、三回目にな
ると子どもたちと打ち解けて、一緒に笑顔になっている光景を⾒
ると、この教室を続けてきて本当に良かったと実感いたします。

今後もこの成果を⽣かして多くのボランティアを育成し、発達
障がい者が⽣きやすい世の中になるよう頑張ります。

最後に、今回の助成事業にご協⼒いただきました関係者方々に
この場をお借りしまして謝意を述べさせていただきます。

2018年3月
NPO法人スマイルクラブ

理事⻑ 大浜 あつ子

（１）



本事業の目的と概要

【目的】
年々増える発達障がい児を対象とした運動指導教室「運動が苦手な子の

教室」を始めて20年目となった。この教室には多くの方にボランティアと
して参加いただいており、今ではボランティアなくして教室は運営できな
い程重要な存在となってきたが、以下のような課題も多い。

１. ボランティアをしたいが、学校や部活、バイトが忙しく参加が難しい
２．発達障がい児への具体的な接し方がわからない
３．イベントなどの単発的な参加は多いが、継続へ繋がりにくい
４．NPOへの理解不⾜。

これらの課題を乗り越えるために、新たなるボランティアの増加や単発
的参加から継続的参加への移⾏、ボランティアの資質向上を目指している。
そして一人でも多くの方に発達障がい児に携わってもらい、障がいの理解
者を増やすことが、将来子ども達が社会に出た時の支援の充実に繋がると
考える。

【概要】
１．「運動が苦手な子の教室」イベントを通したボランティアの勧誘

（１） ８月 水泳教室
（２）１０月 ボウリング大会
（３）１１月 風船バレーボール大会
（４）１２月 クリスマス会

２．技能講習会を通したボランティアの資質向上
（１）５月 安全研修･実技講習会
（２）１月 ホスピタルクラウン講習会

３．ボランティア報告会での体験報告（２月）
４．関係機関への報告書配布による本事業の普及（３月）

（２）



本事業の実施内容と結果

１．「運動が苦手な子の教室」イベントを通したボランティアの勧誘

（１）水泳教室
・⽇時︓2017年8月1⽇（火）- 8月3⽇（木）10:00-12:00
・場所︓柏市⽴⾼校プール
・参加ボランティア︓31人（全員初参加）3⽇間延べでは84人
・内容︓「運動が苦手な子の教室」会員向けの水泳指導

子どもたちとボランティアの学⽣さんがマンツーマンでプールへ
入る教室です。初⽇はぎこちなかったペアも最終⽇には兄弟姉妹
のように仲良く泳いでおり、子どもたち学⽣双方にとって忘れ
られない素敵な思い出になりました。

（３）

マンツーマンでの水泳指導 ボランティアの皆さん



（４）

（２）ボウリング大会
・⽇時︓2017年10月9⽇（月・祝）13:30-16:30
・場所︓マルハン柏内ボウリング場
・参加ボランティア︓12人（内初参加2人）
・内容︓障がい児の家族ボウリング大会での投球などの手伝い

「運動が苦手な子の教室」、「チャレンジスポーツ教室」、
「スマイルスポーツ塾」の子ども達とご家族を中心に参加頂き
ました。
ボランティアには社会人の方から中学⽣まで様々な方々に、
シューターを使った投球など幅広くお手伝いいただきました。
会場を楽しく盛り上げて頂いたお陰で、障がいのあるなしに
関わらずみんなで一緒にボウリングを楽しみました。

シューター投球のお手伝いボランティアさんとの打ち合わせ



（５）

（３）風船バレーボール大会
・⽇時︓2017年11月25⽇（土）13:00-15:00
・場所︓船橋市⽴大⽳⼩学校
・参加ボランティア︓7人（内初参加4人）
・内容︓障がい児のチームに入って風船バレーボールの試合実施

大きな風船を追いかけ、子ども達は元気いっぱい。保護者や
ボランティアさん達が上手くフォローしてくださったので、
なかなか風船が落ちず⽩熱した試合を楽しむことができました。
ゲームに勝って嬉しかったり負けて悔しかったり、⽇頃できない
貴重な体験でした。

ボランティアも参加して試合実施まずは子どもたちの練習



（６）

（４）クリスマス会
・⽇時と場所︓

・参加ボランティア︓24人（内初参加 0人）
・内容︓「運動が苦手な子の教室」「チャレンジスポーツ教室」の

クリスマス会の運営の手伝い

サンタクロースの格好をして、子どもたちと一緒にゲームを
楽しみ、終わった後は子どもたちにお菓子を配りました。
「ありがとう」って言われた時の純真な笑顔に癒されました。

チーム対抗でスラローム競走 個人戦のカラーシール集め競争



（７）

【参考】
ボランティアの継続希望者向けの「運動が苦手な子の教室」紹介（通年）

・⽇時と場所︓

・内容︓「運動が苦手な子の教室」での運動指導
コーチの指示に合わせて運動できるように、声をかけたり
手を引いてもらうなどのサポートをしていただきます。

子どもたちの前で⾃己紹介する
ボランティアの皆さま

風船バレーを一緒に楽しむ
ボランティアの皆さま



（８）

２．技能講習会を通したボランティアの資質向上
（１）安全研修･実技講習会

・⽇時︓2017年6月11⽇（⽇）13:00-15:00
・場所︓柏市⽴柏の葉⼩学校体育館
・参加ボランティア︓14人（内初参加3人）
・内容︓心肺蘇⽣（CPR/AED）と骨折の応急処置などの安全研修

流通経済大学スポーツ健康科学部荒井宏和教授より、訓練人形を
使っての人工呼吸法とAED使用法、三角巾を使った骨折時の応急
措置について理論と実技を交えて講習いただきました。
特に、夏の水泳教室でコーチとなっているボランティアの方々は
水難事故の防止のために、⽇頃使わないために忘れている点などを
重点的に確認していました。

講義される荒井先⽣ 訓練人形を使った実技訓練



（９）

（２）ホスピタルクラウン講習会
・⽇時︓2018年1月14⽇（⽇）13:00-15:00
・場所︓柏の葉ＫＯＩＬ
・参加ボランティア︓21人（内初参加2人）
・内容︓子どもの心をひらくコミュニケーション術

ホスピタルクラウンとして⼩児病棟や被災地へ訪問し子どもたちに
笑いを届ける活動などをされている大棟耕介氏（クラウンネーム
はＫさん）より、子どもに心を開いてもらうために大棟氏が⽇頃
心がけていることをお聞きし、椅子のバランスのパフォーマンスや、
バルーンアートの作り方を教わり、参加したボランティアの皆さま
は熱心に取り組んでいました。

パフォーマンスを披露する大棟氏 バルーンアートを教わる
ボランティア



（１０）

３．ボランティア報告会での体験報告
・⽇時︓2018年2月4⽇（⽇）18:00-20:00
・場所︓まねきねこ柏
・参加ボランティア︓10人
・内容︓ボランティア代表による体験報告

本事業中にボランティアを始められ、継続して活動いただいた
ボランティア４名の方に体験報告いただき、他のボランティア
並びにスマイルクラブのスタッフが拝聴しました。

松本大輝さん
（社会人）

当⽇欠席のため代読

國井勇樹さん
（大学3年⽣）

仲村妙子さん
（元中学教師）

水野はるなさん
（大学院⽣）



（１１）

スマイルクラブでの活動を通して
國井勇樹

私は、昨年の夏に大学の実習として、スマイルクラブの苦手な子の運動
教室や、プール教室に参加させていただき、その後、⽇程が合うときに、
いろいろなイベントに参加させていただきました。両手で数えられるほど
しか参加していない状態で、このような機会をいただくのは大変恐縮です
が、スマイルクラブでの活動を通して私が感じたことをまとめていきたい
と思います。

スマイルクラブの代表的な活動の一つは、障害者スポーツの支援である
と思います。特に、私が注目するのは、健常者と障害者、⽼若男⼥が一緒
に活動しているという点です。例えば、ボーリング大会に参加させていた
だいたとき、ボランティアで、中学⽣から、シニアの方までいらっしゃり、
参加者の方は、障害を持つ子どもやそうでない子ども、その保護者が参加
していました。このような活動形式が、とても価値の⾼いことだと思いま
す。近年、ただ運動の機会を増やそうという活動は、ほかにも多くありま
すが、年齢や障害の有無でくくり、活動しています。障害者の運動であれ
ば、障害の子をまとめて、支援の人をつける、という形を作るのが一般的
であると思います。もちろん、安全管理の点から考えれば、必要な配慮の
時もあり、プール教室の時は、スマイルクラブでも、この形式をとってい
たと思います。

私が、障害の有無・⽼若男⼥で分けず、活動することがいいなと思った
理由は、それぞれの「できる」に着目しているからです。スマイルクラブ
での活動で、運動・スポーツの、できることを精一杯やること、運動その
ものを楽しむことの大切さを気付かされたように思います。障害の有無・
年齢で分けていないこのような活動において、運動・スポーツ＝勝負だけ
なのであれば、このような活動は出来レースで意味のないものになってし
まいます。若くて、障害がない人が勝ちやすいのだから。実習中に、ス
タッフの方から、「障害は、個性の濃さ」という話を聞いたことを思い出
します。⾊の濃さにいい悪いは、ないですよね。水⾊も、紺⾊も、⻘も、
それぞれ大切な⾊です。それぞれの出来ることを精いっぱいやるスマイル
クラブの活動は、本当に、スポーツ本来の価値をもたらすものになってい
ると思います。私⾃⾝、普段競技スポーツを⾏っているので、ついつい勝
ち負けに着目してしまい、「できる」に精いっぱい着目することを忘れて
しまいがちです。そんな時、スマイルクラブでの活動を思い出します。

最初は、障害者スポーツの支援をしに⾏くつもりで来たスマイルクラブ
ですが、活動に来るたび私⾃⾝勉強させられます。

今後のスマイルクラブの活動の発展を期して、終わりたいと思います。



（１２）

「運動が苦手な子の教室」のボランティア活動について
仲村 妙子

私は、昨年末に中国の広州に⾏き、スマイルクラブの「運動が苦手な子
の教室」の活動について、順天堂大学の中⼭先⽣の講義や理事⻑の補⾜説
明も含め、話を聴くことができました。そして中国の方々からもスマイル
クラブの活動は、素晴らしいと⾼い評価が頂けたと実感しました。と同時
に、この仕事に私も微⼒ながら関わっていることを誇りに思うことができ
てとても楽しかったです。

ですが、最初は⼾惑いがありました。
私は昨年まで、中学校の体育教諭でバレーボール部の顧問を務めていま

した。ですから退職してからはバレーボール教室で何か、お手伝いができ
ないかと連絡させてもらった時、⾯接で理事⻑の方から「運動が苦手な子
の教室」も手伝ってもらえないかと言われた時は正直、⾃信がありません
でした。その教室には、支援を必要とする子ども達もいると聞いたからで
す。ですが、理事⻑が指示を出してくれるというので少しは安心しました
が、まだとても不安でした。当然ながら、教室の指導でも最初は何をして
いいのか解らず緊張していましたが、⾏き返りの⾞の中で、理事⻑から教
室での参考になる話を沢⼭して戴いたり、実際に子ども達と触れ合ううち
に、徐々に心境に変化が出てきました。

また、東⽥直樹さんの「⾃閉症の僕が跳びはねる理由Ⅰ、Ⅱ」を勧めら
れて読んだ時の感動は今も忘れられません。その時から、もっともっと
子ども達のことを知りたいと思うようになりました。

教室に通ってくる子どもたちの個性は、一人一人違います。ですが、共
通して言えることは、一所懸命で、純粋だということです。時には、逆に
元気をもらったり、癒されることもあります。前の仕事では打算的な言動
が⾒られる⽣徒もいましたが、それが全くなく、常に正直で新鮮に感じら
れます。居室を終えた後の子どもたち純真な笑顔が、この仕事のやりがい
でもあり、魅⼒でもあります。

これからは更に、前向きに子ども達と向き合い、子どもたちが体を動か
すことが好きになり、運動を通して心⾝共に成⻑できるように、この仕事
に携わっていこうと思います。



（１３）

「運動が苦手な子の教室」ボランティア体験報告
松本 大輝

早いもので体験として土曜⽇の苦手クラスに入ってから、もう８ヶ月目
となります。ありがたいことにいつの間にか、木曜⽇や土曜⽇の苦手では
メインをやらせていただくようになり、未だにやり方や進め方、体操や走
るメニューなどの組み方、子どもたちの対応等反省ばかりですが試⾏錯誤
しながら⾏っております。

私が以前よりやっていた⼩学校での特別支援教育支援員を経験している
方はいらっしゃらないように⾒えたため、その点につい私が感じたことや、
気づいたことを述べさせて頂こうと思います。

支援員で⾒てきた子達は健常もいれば明らかに発達障害の子もいました。
当然ながら保護者の判断、強い希望で通常級にいるということで、子ども
のことを考えると通常級よりも特別支援級のほうがいいと思う場合もあり
ますが判断は難しいです。学校に保護者を呼び出し当の子どもを含め⾯談
しても、その最中に子どもを保護者⾃⾝の膝の上に乗せて話す方もいるほ
どです。また保護者会を開きましても、手のかかる子の保護者は十中八九
欠席というのが現状で、教員、学校、保護者の連携がこれではうまくいか
ず指導が⾏き渡らないのが悩みどころです。

一方でスマイルに来ている子たちは、保護者の方々がお子さんのことを
しっかり考え、通わせてくださっていると感じており、これは大きな差な
のかなと思うこともあります。もちろん一概には言えないこともわかって
おりますが傾向として多いと思います。

ですからやはり子どもと関わっている限りは保護者と子ども、⾃分を
含めた先⽣やコーチはしっかり三角形でコミュニケーションをとりながら
やっていかないといけないというのを強く感じました。

スマイルに入って経験を重ねていく中で、教室の流れやその⽇の子ども
たちの出席率やメンバー構成、寒さ暑さ等々毎回違う環境の下、「さあ
今⽇は何をやるか」と逐一考えるということも大切ということを学びまし
た。先⽇の講演会でクラウンの大棟さんもおっしゃっていた一流のクラウ
ンはステージに出るまでなにも考えず、ステージに⽴ってお客さんを⾒て
何をするかをその場で決めるということ、これと同じなんだと思います。
つまりは「プログラムとやること」「目の前に子供たちに⾒合ったルー
ル」の引き出しをとにかく多く作っておく、これはスマイルに関わらせて
もらうための至上命題だなと感じております。

これから⾃分の強みを活かしつつ、⾜りないところは学び、なにより子
どもたちと一緒に楽しみながら、スマイルクラブで頑張っていきたいと思
います。



（１４）

スマイルクラブでの活動を通して
水野 はるな

私がスマイルクラブでお手伝いを始めたのが、大学4年の春頃です。
当時、私の指導教員をしていた、順天堂大学教授の⿊須充先⽣の紹介でこ
のクラブを知りました。⿊須先⽣の授業で「⽣涯スポーツ」という言葉が
出てきました。「⽣涯スポーツ」とは障がいの有無に関わらず、全ての人
が⽣涯にわたってスポーツ活動を楽しみながら健康増進を図り、スポーツ
を通して人⽣を豊かなものにすることだと教えて頂きました。この「障が
いの有無に関わらず」というフレーズを聞いた時に、私はこのクラブを手
伝う前まで障がいのある人と共にスポーツや運動をする機会がなかったこ
とに気がつきました。また、障がいのある人たちはどのようにスポーツや
運動と向き合っているのか、関わっているのかに興味を持ち、このクラブ
に携わらせて頂くようになりました。

去年は放課後等デイサービス、今年からは苦手教室でお手伝いします。
最初はどのように接すればいいのか、どのように指導すれば子どもたちに
伝わり、できるようになるのか、全く分かりませんでした。これまで1年
以上指導してきましたが、子どもたちの気分がその⽇によって異なり、対
応に困ったことや驚いたこともいくつもありました。しかし、どの子ども
たちも、スポーツや運動を楽しみたい、できるようになりたいと言う気持
ちはみな同じだなと感じました。運動やスポーツができるようになる進歩
の度合いはそれぞれですが、できることを少しずつ増やし、⽣涯をかけて
これからもスポーツや運動を続けて欲しいと思います。

子どもたちがスポーツや運動ができるようになっていくと同時に、私も
他のスタッフの皆さんからアドバイスを頂きながら、指導の回数を重ねて
いくに連れて、障がいへの理解や指導の技術が⾝についている気がします。
まだまだ、理解が⾜りず、失敗してしまうことも多くありますが、これか
らも子どもたちと一緒にも少しずつ成⻑できたらいいなと思っています。



本事業の評価と課題

【評価】
１．「運動が苦手な子の教室」イベントを通したボランティアの勧誘

【目標】4回のイベント開催、ボランティア150名の参加
【実績】4回 達成率100％、ボランティア127名 達成率85％

２．技能講習会を通したボランティアの資質向上
【目標】2回の講習会開催
【実績】2回 達成率100％

３．ボランティア報告会での体験報告
【目標】報告会の開催、 ボランティア50名の参加
【実績】実施 達成率100％、ボランティア10名 達成率20％

※計画時には大人数の参加と発表方式を考えていたが、資質向上が
顕著なボランティア数名による体験発表方式に変更したため、参加
ボランティアの達成率が目標を大きく下回る結果となった。

４．関係機関への報告書配布による本事業の普及
【目標】50部作成と配布
【実績】100部作成と配布、達成率200％

【事業実施によって得られた成果】
新規ボランティアは伸び悩んだ一方、既存のボランティアは「運動が苦

手な子の教室」への継続参加や技能講習会を通じてスキルアップを達成し、
ボランティアの資質向上がはかれた。

特に、体験報告会での各ボランティアの発表に共通してみられる
「障がいの有る無しに拘わらず誰もがスポーツを楽しめる社会を作る」と
いうスマイルクラブのビジョンに共感し、理解した上で発達障がい児の
指導に臨んでくれるようになったことは大きな成果であり、将来子ども達
が社会に出た時の支援の充実に繋がると考える。

【課題】
ボランティア募集が目標未達に終わったが、イベント毎に勧誘する方法

に限界があると考える。もし翌年度も事業を継続できる場合には、⾼校や
大学への出前授業を取り入れるなどの工夫を取り入れたいと考える。
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（付表）ボランティア募集チラシ一覧-1
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（付表）ボランティア募集チラシ一覧-2
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（付表）ボランティア募集チラシ一覧-3
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（付表）ボランティア募集チラシ一覧-4
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